
編集後記

今回の所報は２００１年６月に黒川洸理事長が着任して、初めての発行となりました。

IBSの所報は、１９８０年以来�研究報告�として発刊されており、創刊当時は研究
員の業務報告に関わる論文を中心とする内容でした。しかし、時代の変化による業務

の多様化、IBSフェローシップ活動や学会活動等、IBSの研究活動も幅広くなってお

り、そのため所報の内容も年々充実されてきております。

本号はそれら内容の充実と共に、２１世紀からの IBSの新たな飛躍を期して、タイ

トルを�IBS Annual Report 研究活動報告�と刷新し、また同時にデザインやレイア
ウトを大幅に変更しております。

皆様方にご一読頂き、これからもご指導、ご鞭撻を頂ければ幸いに思います。

末筆ではありますが、本所報にご執筆頂きました皆様方には厚く御礼申し上げます。
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